
外国語科について （こんなことを学習します） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

 学習の仕方・工夫  
 ・高学年は教科で年間７０時間（４５分授業を週２コマ）を行っていきます。 
 ・主に担任と ALT の２人体制で指導を行っていきます。 
 ・日常生活の場面を中心に、体験的な学習活動を行います。 
 ・「話す」「聞く」の技能の定着を目指し、「読む」「書く」の慣れ親しみを目指します。 
 ・英語を使った多様な活動を楽しみながら行います。 

 
 

 評価のポイント  
［知識・技能］              ○コミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能の定着につ  
                  いて、授業中の様子やペーパーテスト、スピーチ等で評価します。 
［思考力・判断力・表現力等］○自分の考えや気持ちなどを伝え合う点について、スピーチやイン  
                  タビュー、ワークシート等で評価します。 
［学びに向かう力、人間性等］○外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする点について、  
                  授業中の様子や作成物等で評価します。 
  
 ・担任とＡＬＴとで、その子の表情や意欲、表現活動（聞く・話す、ゲーム、歌など）の様子を 

観察し、称賛をします。子ども達のやる気を引き出す指導と評価に心がけます。 
 ・簡単なパフォーマンステストや小テストなども実施し、評価していきます。 
 ・担任とＡＬＴとで、広い視野に立って多くの目で評価するよう努めています。 
 ・通知表では、「Ａ，Ｂ，Ｃ」の３段階による観点別評価を実施し、評定は３，２，１の３段階で表

します。  
 
 

 
こんなことをがんばろう  

 
 
 

高学年 

 

・ＡＬＴや先生の話す言葉をしっかり聞きましょう。 
・会話文を使って、進んで相手の様子をたずねたり、自分のことを話したりしてみまし

ょう。 
・アルファベットや簡単な単語の発音を聞いて、それらを読んだり、書いたりできるよ

うにしましょう。家庭学習でも積極的に取り組みましょう。 
・外国の文化や生活についての興味・関心を深めましょう。 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
                                                              
 

学習概要  
 教科書をもとに、ＡＬＴや担任の先生と一緒に日常生活で使われる英語の挨拶や基本的な会話など
の学習を通して、初歩的な英語の運用能力を養うものです。 
  聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる
資質・能力の育成を目指します。 

 重点目標・努力点  
  聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのバランスのとれたコミュニケーショ
ン能力の素地となる力を育てます。 

 
１ 英語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める。 

 
２ 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成   

     を図る。 
 
     ３ 英語で自分のことを表現したり、相手のことを理解したりできるように   
        する。 


